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とれまでの教育相談事例Kついて，現実C生活~:j;~いて親か ;" 'IC禾ナ精神的な態度 (以下 生活
態度という)を究明しようとするもCである。
B) 研究の対象
心理的な原凶による問題をもっ子どもで， 親子併行して心理療法 (親~(';tカウンセリング ， 子ど
もには遊戯療法) を継続的K行なった 15 2署員倒 L昭和36年 4月から昭和38年 2月)のうち
2 0 ;事例 (中止した事例5例を含む) (第一表重量照のと介)
C) 研究の方法




のま~であ勺て，文章イじするととは決してたやすいものではなb 、。 こ のような理由から，ある程瓜'ま
とめたかたちとするために意をつくせないと乙ろが，可飽なかぎり平易な言凝による表現をとりなが
ら . ありのま 』の紛のをと活態度やその子どもの相互際1係~浮き彫りにするようにつとめた。
(第1表) 研究対象の事例
相鮫f台霊祭 主 訴
子 ども 父 韮E 母
J仮 性別年令学校 年令学歴 職業 年令
学出荷高d女歴弓等軒| 5| 1 未了 言語不明瞭 男 3: 5 一 :5 2 
悶陶j、卒 会社員 33 
2 了 言語不明際 男 る 8 38 旧大卒 会社員 3 7 I日
3 0 了 夜宮経症 男 4: 0 35 i日中卒 材木商 26 高
4 了 登園拒否 男 4: 6 幼稚飼 33 !日高卒 会社員 29 Z寄 本 l
5 了 P乞 音 男 4: 6 .幼稚園 38 旧中卒 会社員 3 7 旧南女卒
ι。 了 割4 暴 男 4:10 幼稚国 36 l日大卒 医師 3.6 !日高女本
70 了 劃， 毒轟 男 4: 11 幼稚邸 33 高 卒 会社員 31 高 l$. 
8。 了 舌し 暴 男 5: 10 幼縫闘 44 旧南j惇 コ: 員 40 旧高小卒
9。 了 登校拒否 男 6:10 小学校 44 18Fド卒 鉄工業 39 i8il等女Z与
1 0 了 落っき不足 男 ，7: 10 小学校 4 2 !日大本 公務.貝 3 7 i日高女卒
11 了 内 気 男 8' 1 小学校 ( 37"E ilU) 3 6 旧正E女 Z拝
1 2 了 煩 尿 女 8・5 小学校 43 旧両J略 コこ 員 41 旧高小卒
1 30 了 知能程度 !'J!j争 9: 5 小学佼 42 !日脚J略 国鉄 3'8 旧南女卒
14 了 動作的コ白、 男 9: 7 小学校 43 !日大卒 会社員 39 !日高女卒
15 了 学 習方法 男 12: 1 小 学校 4 1 1日大本 販売商 39 l日高女卒
1 6 中止 指しゃぶり 女 3' 4 36 1:-1申卒 公務員 29 京i l$. 
1 7 中 止 言務不明瞭 女 5・8 幼敢闘 4 2 回大卒 会社員 3 7 旧高女卒
18 中 l: U乞 音 !'i3 6: 1 幼稚凶 37 16(&J埠 公ま若員 34 旧高小事
19 中 l: 基主 力 :男 11: 9 小学校 35 旧中卒 公主苦員 34 旧高女卒
i20 1中止 !学習 方法 |男 1.4: 1 i中学校 36 旧中卒 会ー社員 I4 1 !旧ぬ・女卒








〔食害事c0閥飽〕食食 ・食欲不振 ・食孟誌における利ラ儀 ・拒食き時若手L拒絶 ・偏食 ・異食・恒耽 ・
呑気症 ・反事耳など








〔うそ) (野卑J (けんかJ (破壊癖J (恕習慣(遅刻など)J (弱いものいじめ と残忍性〕
同 社会的窓義の箆大江もの
〔盗みJ (抜け遊びJ (性的非伺 〔もら吋 〔浮浪o(放火J (自殺および自殺企同
削 除約の問凶ぐ f筒抜的一次的行動gi~常)







|職業 兄 j<1i 弟妹 ヨと 勾: 庇綜 そ(/)f出 回数子どり1 母親 相談後の経過
会社員 知 人のすすめで 78 p I C 継続中
新聞をみて 13 P C 好転
1 5 2 知人のすすめで 9 P C 好転 * 
先生のすすめで 1 8 P C 好}伝
新 聞をみて 23 P C 好転
先生のすすめで 12 P C 好転
先生のすすめで 10 P C や 』好転
ヱ IEl 知人のすすめで 7 P C や h好転
新聞をみて ? P C 好転
知人のすすめで 1 6 P C や さb好転
会務員 新聞をみて 7 P C 不明
Bll業 先生のすすめで 6 P C 好転 司ド
1 1 新聞をみて 6 P C 好転
知人のすすめで B P C 不明 * 
知 人のすすめで 8 P C や h好転
知人のすすめで 4 P C 不明
新聞をみて 3 P C 不 iJ/'j 
知 人のすすめで 4 P C 不明
新聞をみて 2 ~~不明
I 1i 2i 1 ; 1 j !新聞をみて 1 5 I c I c [不 明
O....l-2-Cに抽出された思例
一 11ー







〔精神神経症D (精神病J (精神身体障害(心理的原閣がによって身体的症状をともなうζ と)J
児童精神医学的分類〈カンナーLeo KanneT) 




ω 呼吸怨系 ぜんそく・ l亭段促迫・ I乎吸困難
(4) 消化器系 I唾液分泌異常・反著者・ 2匿気・幅吐・下痢・便必・食欲不振・多食・空気磯下
(5) 泌尿器系 夜尿・頒尿・尿閉・手淫
(6) 神経筋肉系 点頭けいれが・デック・ヒステリー性まひ




































<事例 1 表 1茨 J仮19> 硬化しやすい母親 〔来談回数2回来談者母)







態度| 型 %ile 態度 型 %ile 態度 型 守Gile 
拒否|消極的拒否 。 干 渉 70 保護
積極的拒否 90 不 安 25 
矛盾 矛 盾 。
不一致 不 でー安全 99 
絡 80 ì'~~ 理E 50 (注)% il.e..・パーセYタイル
待 65 
服従
















































る才 11か月〈男子ととvc自信がな加。主訴 : 吃音ぞ ，訴す
教育相談3:受けたと
「ひきつけjを訟としやすい予で多った。漢字なども多少は知っているという。







態度i 型 1% 

































































は ，墓星雲Cため笑家K帰郷した1JrVC ，知人κすLめられて ，来談したものでるる。
母綴は積極的な態度.で子どもの問題と収り組んで同たが ，中止するのやむなきκぃ





















結果 1 Q 1 0 4 ，図研式親子関係診断検査の結果から，母親は拒否的 ・支
り，その他についても親の生活態度陀かたよりがみられる。
診断検査記録 (母)
度| 型 %i1e 
拒否
否円ド;消極的j白 議|千 j場 25 
積極的拒
支配
厳 日 t服 不 安 5 実t 35 




言 一般的理解 13 










動 絵脳配列 7 
作 積木模様 1 3 
検 組み合せ間宮 1 2 
査 符号問題 1 2 
迷路問題 13 



























く事例 6> 子ども敏いされて ζまる中学生(女子 1 .~才 5 か月 中学生来談回数6回)





















ず，特vc目上の方〈男性)が親切にして〈 ると気がかりになる。私は，長い療養出番 (通算 16年間)
で，すっかり社会性をなく したのですねとwぅ。
<事例 10> 子どもの教育K過剰な自信をもっ人〈男子 4 1才 商居腔営主 来談回数2同)




















ためには陣容となろう。く事例 9>は自己に対する自信C欠如，<事例 1 0>は自信む過剰とW
う例であって ，とれらは自己K都合Cよいよう K合理化された感情や偏見K基づ〈経験ゃ行動から生

























(子どもの知能はって脇式精薄児用知能検査の結果 .IQ 48) 




ら， 1人でできばきと ものどとをしてもらいたいと患う。主人ti<Dんきで ，私ばかり気をもんでいる。
〔との子どもは，医学的な予診の結果 ，起立性調節障害 ー立ち〈 らみ- q)疑いがあった。)
<事例 14> 努力する母親 〈男子 7才?か月 小学生来談回数1回来援者母・子)















行っているρ;;，普通c成献をとっていると伺う例を51¥/>て，しばしば母親俗訴える。とC ような ，認め ，認
めえないという一見矛盾する感情を両面感情 (両性感情)という。とCような感情は畿でももっている
と考えられる。<事例 13>でほ，長年にわたり子どもの体C問題κ関心をしめしつ』も，ついに見
逃してwた例である。 ζの子は，幼ない頃は動作が利百発であって.t~J I'( L-?けやすかったと母親Uい
っている。との事例では，常K子どもと接していても，かくれた子どもの問題はわかりKぐいというと















<事例 15 第 l ~ .46.1> 積極的な母親 保談回数78回来談者母・子)
主訴: 片言も概脅しない。(男子 5才 5か月7
(~1l築構成} 父母と本人の5 人家族 〈生活環境)ともかせぎで日中不在であるため，生後まもなく
知人の家にあず11て，朝腕母親が送り迎えする. (是主管歴}仮死出産で16か月で歩く，発曹に比











あちとちの医者や知人と相談してみたが ，どうVてもならなか勺た。 (カワンセリ ングの初期VC，ζCよ
、うVてい勺ている。その後昨年 4月より保育園Vてあげる。最近では子どもが小学校vcあがる頃般職し家庭












る知人の家の組母)が午後 五時す ぎに時身おにぎり場食べさせてい るという揺しですが.朝はどう
も食べたがらないようです。
Cs (洗黙〉























<事例 16 第l君(_A'O.Z> 依存的な母観〈来談回数13回 来談者母・子)
主訴: 言葉がはっきりレなむ、。物をなげるo (.男子 5才 8か月)






























<第 1表 J仮4>・く第 1表 .tfo.S>は研究紀要第.3.3集 「子どものための教育相談 196.3J 
VC，それぞれ fどもる子どもJ. rを園を拒否する子どもJv事例として記してある。
<書簡例 17 第 l表 J鉱3> 家庭的に不安な母親(来談回数?回 来談者母・子}



























<事例 1 8第 I表 6> 教育vr意欲的な母親(来談回数12回 来談者母・子}






































<第 1表 .~1 3>V ょうV( ， 子どもの知能がf~v> ときめつけて，偏見K よって子どもと按してお‘勺た
という事例がある。とC事例も数固にわたってカウンセリングを行なったのであるりれども，最も効来
的に親の生活態度の変化をもたらす転機となったものは，子どもに行なったWIS C知能検笠C結果で








<事例 19 第 1-1<J鉱14> 教育代意欲的な母観〔来談回数8回 来談者母・子)







<事例 20 第 1茨 J仮 15> 教育V(意欲的な両親〔来談回数8回 来談者両親一主V(母親一子)
主訴: 勉強のしかたがどうみても不足である。(男子 12才1か月 小学生)
〈家庭構成)父母 ・本人・妹 1人の4人家族 〈生活環境)問活衝であるが，わりと綜ちついて静か
であ.Qo (主主宵鹿)幼ない頃から別に関節もなく順調に育ったという。(身体状況)ねつきが感い ・
















〈事例 21 ~ l~ 8> 毎日の生活K多忙な親 (来談回数7回 来談者母・子)
主訴: 反抗的であり ，返事もしない。 (男子 5才 10:か月 幼稚園児)










? ? ? ? ?態度| 型拒否問塑喧一ー積極的拒否
支配生一号
%i!e I態度 型 % ile 
10 I服従 501 (注)%l1 e … パ- -I!:~タイル
05 70 (porcentile) 
国研式
規子関係診断検査記録(母)
態度| 型 % ile 態度 型 % ile 
拒否 消極的拒否 。 千 捗 80 保護
積極民拒否 5 不 安 25 
支ー厳 格 4日 服従
溺 発t ~俗)守:，ile… パーセYタイル










































































して見る自己(以下 自我という)とその観察の対象となる見られる自己 〈以下 客我という)とが分
離してい念いととを意味する。との両者が分化されて ，はじめて自己というものが意識化される。
人聞は感情的な動物であると加われているように，現実の生活にないて，感情的例庖が大きな役割を







的でるって ，ものの価値をちらわし ，感受 (fe e 1 i n g) -情緒 ・熱情 ・情操などが含まれる。知的側




(第 1図)人閣内部の価値梼造 C) 人間内部の価値俗造







したものである。価値判断会よびその，追求は ，ー の価値観となり ，
一つの信念となる。
(第 2図}人間内部C価値構造





















I I I 重
Z語版 意見 偏見









































































































































との抵抗伺，知覚をもたらす背景lにある不明被な自己概念としての内的準拠枠 (interr叫 frameof 
reference )によるものであろう。知覚の拡大と.V>うことは，自らの内的準拠枠を自ら明確κさせ ，適











したもaの.6例ぞ対象とする.0' (第1表 Ai.3. 6. 7. 8. 9. 13.事例)
- 3 2ー
~23美研究対象
事 子 e.も 母 t!. 住居 前 重t 法 相談
例 年令 学 校 年令 学 歴
父親の磯業
※ 
来談の動段 子ei， 母 規 相談後の経過回数
3 4 : 0 8 7 旧高女卒 会社員 市内 ~簡をみて 遊戯療法 カウンセリYグ 9 』チ 転
6 4. :10 幼稚関 S 6 |日高女卒 自信科医 市外 先生のすすめで 遊戯療法 カウンセリング 7 好 転
7 5 : 0 幼稚園 31 !日高女卒 会社員 市内 先生のすすめで 遊戯療法 カウンセリング 9 好 転
8 5 :10 幼稚闘 40 旧小高卒 工 員 市内 知人のすすめで 遊戯療法 カウンセリング 7 やや好 転
9 日:10 小学生 3 U l日高女卒 鉄工業主 市内 新聞をみ T 遊戯療法 カウンセリング 9 jf 転




( Se阻胡 J) の背定的態度 ・否定的繊度 ・前向的態度に分書面し ，ζ れを相談 ・治療
の回数ととにまとめる。(両向的餓震は結果的にすてた。)
~例毎にコーネル法 (Coroell techn i que )にり尺自主解折し，ガットマン((iutt-
m:tn)の万渋で再現係以 (cocffircnt01 rcPJ・odi.lcibility)を算出i吟味する。
第5表事例3G7)尺度解析例 第4表再現係数
iぷ!母親自身 子 ど も 家族関係否定情定 否定肯定 否定肯定 得点.
1 × × × 1 
2 × × × 5 
3 × × × 2 
4 × × × 5 
5 × × × 2 
6 × × × 。
7 × × × 1 
8 × × × 1 
9 × × × 1 
f 5 4 5 4 4 5 
p • q 5/9 4/9 5/9 4/9 4/9 5/9 
。 2 。 6 
Y1長 78 67 89 」ー 78 
※……第4表より
高日例 母親自身 子Eも 家族関係 全 体
る • 78 .67 .89 • 78 
6 .86 .86 .86 .86 
7 .89 .78 • 67 • 78 
8 • 86 • 72 • 72 
? .89. • 78 .89 .8 6 
13 .00 .34 • 64 • 66 I 
c.r .88 1 .70 • 79 • 79 I 6 














































































度が変るととがある。(たとえば ，家族の出生や死別 ・天災その他など)しかし， ζれらほ他から与え
られた経験Kよるものであ!J，るぐまでも是正有C偏見や先入観念に基づ〈ものである。一般的K態度の
みでな(，なかなか線独自の怠いつめた自己流¢生き方や行動のしかたは変えるととは難かし〈強い低























































感得的態度(recept i ve Or匂ntaion)，他から奪いとるととに興味をもって阿る私利的態度(匹ploー







運命的な存在にしかナぎな〈なる。〔サル トJレの有名な例 「エンドウはエン 仔「ウの言語念にかなったよ





































山る。 (V.E. フランク ルは仮りの生活態度と宿命的な生活態度の二つを生活態度としてるげている
が ，ζ こでは， 集合的思考と狂信性についても生活態度として記した。)とれらの生活態度は ，多かれ




C.ヒJレティは， 愛情は知的なものを加味した 「決断する愛Jでなければならないとし ，E.フロムは




波多野完治著 精神発達の心理学 ムペ月 4干民
加藤正明著 異常心理学 光文社
南博辛苦 体系社会心理学 光文社
千輪浩他編 臨床心理学 誠 倍弱:房












































































































































経過であって ，クライエント自身C.ヒJV7ィCいう 「決断する愛」へと志向する姿であり ，その遍躍の
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一端を示すものである。
司l :j;~ .ととに記載しである事例の教育相談bよび研究す担当 したのは ，堺嘉治・小川敏通の二名であ
り， との原稿?執筆したのほ小川敏通である。




• 7月には新庁舎への移転舎行なv>， 施設設備の整備拡充をするFともに ，充実した教育相談が実
施できようになった。
ζとに縄戦した教育相談の申し込み件数は新規の申し込みだ付であって，先年度から相談治療継
続中の件数は含まれていな~o Q第 1表 多照Cとと}
教育相談のためK来所しえ子どもとその保護者会よひ担任教師などの陥和37年度Kかける延来談者








る と次の よ う('(.~る。






ロ 主として心理療法 Lヵゥνセリング・遊戯療法)を実施した件数 9 8件
。そC他 (教育相談研究・学校カワン セリ ング・特殊教育関係活動)










子ども 幼 児 小学生 中学生 高校生 犬学一般
問題 性別 男子 女子 男子t:子 男子ft"=j子 男子 女子 男子 女子 言十
知能学業tて関する問題 1 5 B 38 19 1 。。日 1 。82 
性格付動K関する問題 16 7 5 7 6 6 5 2 。。52 
進路適性Vて関する問題 日 日 。。1 5 日 1 2 日 _ 91 
精神身体的鍵康(Il関する問電 6 2 2 5 。 5 2 1 日 。1 6 
しつけ・教育I'L関する問題 5 2 。 2 。1 。。日 1 1 
性別 の計 42 1 9 4 51 30 1 0 I 1 1 6 4 3 。
















hg竺 知能・学業 性格 ・行動 進路・適性 精神身体的健康
仮性精薄・優秀児 ・ 攻撃性・ b ちつき不 就学上・学校選択- 続との分離不安 .爪
精神薄弱 足・無口・非社会性 習い事 ・早期教育 かみ .指なめ .腹痛
言語障害 ・神経質 ・ 自家中毒・風邪をひ
遊べない子・表情c きやすω ・発熱しゃ
幼児





仮性精薄・学習不振 攻撃性 ・なちつき不 習v、事・学習塾 ・学 っかれやすν、.爪か
学習成績のむら ・学 足.手|三社会性.1m口・校選択・学校変更 み .指なめ.風邪を








学習不振・ 1学習成績 攻撃性・神経質・内 学校選択 ・学校変更 頭1高・不安部S・神経
のむら・学習態度 ・ 気.Iizl重言・家出放浪 職業適性 ・学力診断 症チック・虚弱・頻
中学生 精神薄弱・怠学 盗癖.非社会性 補習教育 ・クラブ活 尿 ・つかれやすw
動
高校生 窓、学・学習不扱・，4寺 神経質・非社会性・ 職業適性・学校選択 神経症・睡眠障害
その他
定科目の不振 不安恐怖・内気・無 学校変更 ・クラブ活





2 2件と現在継続中のもの?件を除<1 6 1 件につれて，性~IJVC表示すると， 次のようになる。
(第5表参照Cとと)
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〈第 4表) 柏談治療後の経過(1 ) (件数)
ト二みぷ三と 幼児 小学生 中学生 高校生 その他 計
極めて好転したもc ι 6 。 1ヰ
や与好転したもC 22 1 8 5 2 46 
男
変化のないもC 5 7 2 。 15 
やL悪化したもの 日 。 。 。 。 。
極めて感化したもC 。 。 。 。 。 。
子 連絡のないもの 7 1.2 3 2 25 
言十 40 43 9 5 5 100 
極めて好転したもの 4 5 5 。 日 12 
女 や』好転したもの 5 1 3 5 2 日 23 
変化のな加もの 5 2 日 。 6 
やL怒化したもの 日 。 。 '0 日 。
子 極めて悪化したもの
日 。 。 。 日 。
連絡のないもの 5 ? 4 2 日 20 
計 1 7 29. 1 1 4 。 61 
総 計 57 72 20 P 3 1 6 1 
さらI'L，次月つよう1'(性別を問わずKまとめてみると，第 5 茨Cと.i，~りでるる。
〈第5表)相談 ・治療後の経過 (2) (件数)
一.
議みがえ 幼児 小学生 中学生 高校生 その他 総書十
極めて好転したもの 1 0 1 1 4 。 26 
や L好転したもの 27 31 6 4 69 
変化のな加もの 8 ? 5 1 。 21 
や与悪化したもの 。 。 。 。 。 。
極めて惑化したもの 。 。 日 。 。 。
連絡のな加もの 1 2 21 7 4 45 
総計 .57 72 20 ? 5 1 6 1
(注)
第 4表・第5章受において，好転という分類のま正噂は本人とその保鎚者・担任教師および第三者
からの連絡や伝冨によるもので，好ましい状態であると報告を受けたものである。また，極めて
好転したという基準は担任教師および第三者からの報告に基づいている。
好転の場合と同様に悪化したものについても同様である。
-ー44..，. 
